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ProductionofPolyvinylchloridefloormaterialsusing
MagneticseparatedSHIRASUasFillers
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ＹｕｋｉｏＭＩＹＡＫＥ

PolyvinylchlorideHoormaterialsweremadeusingmagneticseparatedshirasu(onekindofsoilfi･om
aneruption,whichexistsabundantlyinKagoshima-ken)asfillers・

Thesematerialswhichusingtheshirasuasfillerswerebetterontensilestrength，resistancefor
abrasionanddegreeｏｆ､waterａbsorptionthanthematerialswhichusingcalciumcarbonateasfillers・

ThefollowingwerethephysicalcharacteristicsofNo､２８ｓａｍｐｌｅ(polyvinylchloridepowderlOO：shirasu

filler350：plasticizer50：titaniumoxidelO：inhibitor3)：tensilestrength,０．６７Ｋｇ/ｍｍ２；elongation，
8.1％；Young，Ｓｍodulus,５１．２Ｋｇ/ｍｍ２；specificgravity，１．８９９/cm3；hardness；309；degreeofwater
absorption,０．００１９/lOOcm2；resistanceforabrasion,０．００２９/cm2．

1．緒 目

筆者らは先にシラスを原料とする床用塩ビタイルを

試作してその′性能を調査した')．その結果耐摩耗性そ

の他機械的強度などは申し分なかったが，薄鼠色の着

色品しか得られず，顔料を混じた場合一般に暗色な製

品しか得ることができなかった．今回九州工業技術試

験所で行なった古江産シラスの磁力選鉱除鉄シラスを

入手することができたので，これを原料に使用した床

用塩ビタイルを製造してその‘性能を研究した．

2．研究方法

2.1研究試料

Ａ、シラス：九州工業技術試験所で製造した古江産シ

ラスの磁力選鉱除鉄物を用ぃポールミルで粉砕して使

用した．

Ｂ，炭酸カルシゥムフィラー：シラスフィラー使用の

試作品と比較するために市販の炭酸カルシウムフィ

ラーを用いた塩ビタイルも試作した．このフィラーは
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日東粉化工業ＫＫ製品ＮＳ＃lOO(比表面積10,700ｃｍ２

/9-会社資料による）を用いた．

Ｃ・塩化ビニルパウダー：電気化学ＫＫ製雌，SS-

llO，重合度ｌＯ４０

Ｄ・可塑剤：ジオクチルフタレートＤＯＰ

Ｅ，安定剤：二塩基性ステアリン酸鉛

Ｆ・酸化チタン：市販品Ｒ-650

Ｇ．市販塩ビタイル：比較のために用いた．

ソフトン814-田島応用化工製舶

P6-田島応用化工製IHI

タフロンTF84-タフロン販売会社品（高級品）

2.2シラス粉砕法と粉砕シラスの性状測定法

原料シラスを陶器‘性のボールミルを用いて24時間お

よび72時間粉砕した．これらをそれぞれ２４ｈｒシラス，

72ｈｒシラスと表現する．

Ａ・比重：ピクノメータを用いて測定した．

Ｂ・粒度分布：試料１００９を用い筋い分け法により分

布を調べ，さらに粒径44ﾉﾘ以下の部分についてはアン

ドリアゼンピペットを用いて測定した．
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Ｃ，比表面積：Blaine法で測定した．

Ｄ，水分：ＪＩＳ「ゴム用炭酸カルシウム」（Ｋ-6223)に

よって測定した．

Ｅ・強熱減量：ＪＩＳｒゴム用炭酸カルシウム‐j(Ｋ-6223）

によって測定した．

Ｆ・吸油量：ＪＩＳ「ゴム用炭酸カルシウム-1（Ｋ-6223）

によって測定した．

２．３塩ビタイル製造方法

前報'）と同様にしてつくった．すなわち100部の塩

化ビニルパウダー，３部の安定剤，１０部の酸化チタン

に規定量のフィラー（シラス）と可塑剤を加えよく混

合してから，150～l60oCのロールで１０分間混練し，

1.5～2.0ｍｍ厚さのシート状で取り出した．性能試験

用にはこのシートからテストピースを切り抜いて用い

た．

２．４タイル性能試験法

概ね前報と同じ方法によった')．

Ａ、抗張力。伸び。ヤング率：図１のテストピースに

ついてＴｏｍ式万能引張試験機（掴み，ロードセル１００

kg）で試験した．

1５０

フ

2０

５０Ｒ

図1引張試験用テストピース（数字

4（

まｍ、）

抗張力=駕享(K…）

伸び＝伸びた長さ×,00(％）６０

ヤング率：荷重･伸張曲線より求めた．

Ｂ・比重：２０×25ｍｍのテストピースを用い，水の浮

力を用いる常法で測定した．

Ｃ・硬度：マルテンスの引掻硬度計で測定した．蓄音

機針に荷重をかけてテストピースを動かし，はじめて

傷がついた時の荷重で表現する．

Ｄ・吸水率：２０×２５ｍｍのテストピースを24時間常

温蒸留水中に浸し，重量増加分をｇ/lOOcm2単位で表

現した．

Ｅ，耐摩耗性：自製の摩耗試験器によって測定した．

すなわちプーリー上に直径３０ｍｍ厚さ７ｍｍの牛皮

を固定し，この牛皮にG-lOO番のサンドペーパーを

サンド面を上にして接着する．この面に上から40×４０

ｍｍのテストピースを5009の荷重で押しつけ，１１０～

l20r・p.m.の速度でペーパー面を１０分間回転し，テス

トピースの重量減で摩耗性を調べ

摩耗度=幽棲鞭需0")(…
で表した．この数字の小さいもの程耐摩耗性が卓れて

いる．前報'）とは多少装置が異ったので，前報で調べ

た炭カルフィラーのものについて２．３今回も製作して

調べた．

Ｅ耐熱性：２０×25ｍｍのテストピースを150.Ｃに

１時間処理して，原板と比較し変化のないものをＡと

し，以下Ｂ，Ｃ，Ｄまで採点した．

Ｇ、着色性：塩化ビニルパウダーlOO,可塑剤40,安定

剤３，酸化チタン10,シラスまたは炭酸カルシウムフィ

ラー200の混合物に３種の顔料（シアニングリーン，シ

アニンブルー，ベンジジンイエロー）を0.36加えロー

ルでl60oCで10分間練って着色試験を行なった．

３．実験結果と考察

３．１粉砕シラスの性状

２４ｈｒシラス，７２ｈｒシラス，炭酸カルシウム＃lOO

について諸種の性状を調べた．

Ａ・比重：表ｌに比重を示す。

表 １ 比 重

24ｈｒシラスｌ７２ｈｒシラス｜炭カル＃100

比重’２．５０８ 2.570 2.635

表Iによれば粉砕の進むほど比重は大きくなるが，

なお炭カルよりは小さい比重を示す．

Ｂ・粒度分布：筋い分析結果を表２に示す．

このうち粒径４４，“以下の部分のアンドリアゼンピ

ペット法による粒度分布を表３に示す．

表２，表３によると２４ｈｒシラス，７２ｈｒシラスとも

に炭カル＃１００より粒度が大きく特に２４ｈｒシラスは

粗い粒子を多く含んでいる．

Ｃ・比表面積：測定値を表４に示す．

結果は粒度分析と一致した傾向を示した．

Ｄ・水分：測定値を表５に示す．

Ｅ・強熱減量：結果を表６に示す．

シラスは炭カルと異なって強熱減量が小さい．

Ｆ･吸油量：測定値を表７に示す．



１００～１４５

１４９～ｌｌＯ

３

吸油量はかなり大きいが炭カル＃１００よりは小さ

い．

３．２塩ビタイルの性状

製造した塩ビタイルの配合割合と性状の関係を表８

に示す．

２４ｈｒシラス

７２ｈｒシラス

炭カル＃lOO

表２筋い分析

36.25

38.50

43.33

試 料 吸油量、//1００９

表７吸油量

２４ｈｒシラス

７２ｈｒシラス

炭カル＃ｌＯＯ

１．０５

１．０６

３６．１２

試 料 強熱減量％

表６強熱減量

２４ｈｒシラス

７２ｈｒシラス

炭カル＃lOO

0．１０

０．２１

０．１８

試

JＪｊ

料 水分％

表５水分

２４ｈｒシラス

７２ｈｒシラス

炭カル＃1００

3300

6700

9300

試 料 比表面積Ｃｍ２/９

ｍｅｓｈ

ｊｆ２

６０～lOO

250～1４９
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く６０

＞２５０

145～２００

１１０～7５

200～325

７５～4４

325＜

４４＞

Total

％

Ｌｏｓｓ

％

表４比表面職 表８中No.ｌ～No.１６は前報'）の結果を比較の為に

記したものである．前報では塩ビパウダーが重合度

1450のものを使用したほか，シラスは郡元シラス不分

級品を使用しているが，十分今回のものと比較でき

る．摩耗度測定装置は今回は全く同一のものではなか

ったので，No.２，５，１４，１６，については今回の装置で

もう一度測定し，測定値を（）*を付して表記した．全

般的に好性状のものが得られたが，各‘性質ごとに考察

してみる．

Ａ・抗張力：塩ビパウダー，可塑剤，フィラーの同じ

配合割合のものについて比較してみる．たとえば，

No.3,9,18,24について比較すると明らかに７２ｈｒシ

ラスが最大でついで２４ｈｒシラス，炭カル＃lOO,郡元

シラスの順になっている．７２ｈｒシラスではNo.２８の

ように大量のフィラーを入れても十分市販品程度の抗

張力は出せることが判った．可塑剤40の場合の各種フ

ィラー添加量が抗張力に及ぼす影響を図２に示す．

Ｂ・伸び：今回は全般に伸びが小さくなっており，特

に７２ｈｒシラスの方が小さい．市販品は非常に小さ

く，この値に接近している．

Ｃ・ヤング率：可塑剤が少なく，フィラー量の多いも

のが大きい．７２ｈｒシラスの方が一般に大きいヤング

率を示すが，同可塑剤量(40)のものについて２４ｈｒシ

ラスと７２ｈｒシラスの比較を図３に示す．

Ｄ・比重：同配合比のものについては炭カルフィラー

のものより５％前後小さくなっており，市販品よりは

１０％くらい小さいものもある．７２ｈｒシラスの方が２４

ｈｒシラスより全般に比重が大きい．

Ｅ・硬度：可塑剤の少ないものが硬度が大きい傾向が

ある．No.２８のようにフィラーの多いものでも市販

２４ｈｒシラス

７２ｈｒシラス

炭カル＃1００

10.0

14.0

25.0

５．０

１０．０

１３．０

０
０
０

●
●
●

５
８
９

９．０

１２．０

１７．０

20.0

13.0

１．０

27.0

18.0

23.0

６
０
０

●
●
■

８
０
０

０
０
０

●
●
●

０
０
０

１
０
０

●
●
●

０
０
０

４
０
０

●
●
●

５
０
０

24ｈｒシラス（％）
72ｈｒシラス（％）
炭カル＃１００(％）

25.2

８．５

０．０

5８．１

８９．６

９９．１

６
９
９

●
●
●

２
１
０

97.4

98.1

99.1

24.0

25.0

12.0

l＞4 4 ～ 2 ０ １ ２ ０ ～ 1 ０ ’ １ ０～５１５～３１３～２１２～１

表３４４/２以下分の粒度分布
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１．８４’２３
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表８ 配合割合の影響

図３図２
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１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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７
９
４
１
１
４
４
３
６
２
５
８

２
２
１
３
２
２
１

ソフトン８１４（市販品）

200 ２５０

→フイラー

ヤング率に及ぼすフィラーの影響

300

合合 割 製 性配
ロ
叩 質の

番
号

0.3

8.3

200 ２５０

→フィラー（塩ビlOOに対する馴合）

抗張力に及ぼすフィラーう影響

300

仏もo

Iilr’００
，，
凸

ｸﾔー

５０

国
Ｅ
Ｅ
へ
吐
二
〔
へ
窒
瑳
↑

（
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Ｅ
へ
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Ａ
Ａ
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／ｍｍ２

塩 ビ 塩ビ

撫蚕
磁力選鉱'磁力選鉱
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ＤＯＰ

抗張力

kｇ
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伸び 摩耗度
色 耐熱性
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品より硬く傷がつき難い．硬度の点でも炭カルフィ

ラーのものより卓れている．

Ｆ・吸水率：吸水率が非常に小さいことも今回のタイ

ルの特徴である．

Ｇ・摩耗度：いずれも摩耗度が非常に小さい．すなわ

ち非常に卓れた耐摩耗性を持っており，炭カルフィ

ラーのもの，市販品とは比較にならない程卓れてい

る．この点がこのタイルの第一の特徴と言える．

Ｈ・耐熱性：この点も問題なく良い．

１．着色'性：顔料を添加しないものはほぼ白色だが，

添加したものは炭カルフィラーの場合とほとんど変

らない色を着ける．光沢は２４ｈｒシラスよりも７２ｈｒ

シラスの方が卓れていた．

4．総 括

以上の実験の結果を総合してみれば，前報に述べた

ように鹿児島県産シラスは床用塩ビタイルのフィラー

として使用することができるが，今回の磁選シラス使

用実験によって，さらに抗張力，耐摩耗性，硬度の大

きな高級タイルをつくることができること，さらに色

も白色のものができ，従って淡色，濃色の顔料使用に

よっても十分本来の顔料の色を出せることが明らかに

なった．磁選，粉砕を能率よく行なえば十分企業化で

きるものと考える．
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